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一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
で
、
16
名
が

登
壇
し
、
38
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
た
だ
す
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
一
人
一
項
目
を
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

稲　
垣　
雅　
弘　
議
員

　

※
１　

刈
谷
城
に
つ
い
て

　
　

２　

依
佐
美
地
区
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
つ
い
て

鈴　
木　
絹　
男　
議
員

　
　

１　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
駐
車
場
に
つ
い
て

　

※
２　

吹
戸
地
域
の
避
難
所
に
つ
い
て

新　
海　
真　
規　
議
員

　
　

１　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

※
２　

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

加　
藤　
賢　
次　
議
員

　
　

１　

カ
キ
ツ
バ
タ
保
護
活
動
と
湿
地
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

※
２　

基
金
の
設
置
と
運
用
に
つ
い
て　

黒　
川　
智　
明　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
歴
史
博
物
館
に
つ
い
て

　
　

２　

災
害
時
に
お
け
る
通
信
に
つ
い
て

樫　
谷　
　
　
勝　
議
員

　
　

１　

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

※
２　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

山　
内　
智　
彦　
議
員

　

※
１　

行
政
運
営
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

星　
野　
雅　
春　
議
員

　

※
１　

伝
統
的
建
造
物
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て

　
　

２　

刈
谷
城
築
城
に
つ
い
て

　
　

３　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
つ
い
て

白　
土　
美
恵
子　
議
員

　
　

１　

読
み
書
き
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　

※
２　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て

　
　

３　

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

渡　
邊　
妙　
美　
議
員

　
　

１　

強
度
行
動
障
害
に
つ
い
て

　

※
２　

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

３　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て　

中　
嶋　
祥　
元　
議
員

　
　

１　

刈
谷
市
内
の
駅
の
分
煙
に
つ
い
て

　

※
２　

刈
谷
市
の
高
齢
者
介
護
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

新　
村　
健　
治　
議
員

　

※
１　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　
　

２　

境
川
流
域
の
治
水
強
化
に
つ
い
て

　
　

３　

熊
本
地
震
の
教
訓
に
よ
る
地
震
対
策
に
つ
い
て

野　
村　
武　
文　
議
員

　

※
１　
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
に
よ
る
内
需
拡
大
に
つ
い
て

　
　

２　

お
城
建
設
の
白
紙
撤
回
に
つ
い
て

　
　

３　

歴
史
博
物
館
の
方
向
性
に
つ
い
て

清　
水　
俊　
安　
議
員

　

※
１　

事
業
所
内
保
育
所
に
つ
い
て

　
　

２　

小
垣
江
地
区
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

上　
田　
昌　
哉　
議
員

　
　

１　

刈
谷
駅
北
口
の
再
開
発
に
つ
い
て

　

※
２　

刈
谷
市
民
の
体
の
健
康
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つい
て

山　
本　
シ
モ
子　
議
員

　
　

１　

子
ど
も
・
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
特
別
支
援
学
校
運
営

　
　
　
　

に
つ
い
て

　

※
２　

70
歳
以
上
医
療
費
無
料
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

３　

介
護
保
険
の
総
合
事
業
移
行
へ
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　
　

４　

平
和
行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問のすべての質問・答弁がホームページから映像でご覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像を見る」をクリックしてください。

　
一
般
質
問
項
目
（
発
言
順
）
※
印
が
掲
載
し
た
項
目
で
す
。

問　
熊
本
の
震
災
を
受
け
、
刈
谷

城
復
元
に
関
す
る
実
施
設
計
を
見
合

わ
せ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
よ

り
生
じ
た
時
間
を
活
か
し
、
刈
谷
城

や
歴
史
博
物
館
を
〝
点
〟
と
し
て
の

整
備
で
終
え
る
の
で
は
な
く
、
亀
城

公
園
周
辺
一
帯
を
魅
力
と
活
力
の
あ

る
〝
面
〟
と
し
て
、
エ
リ
ア
を
創
出

し
て
ほ
し
い
。
歴
史
・
文
化
・
自

然
・
観
光
等
多
様
な
関
係
者
と
明
確

な
方
針
を
策
定
し
、
賑
わ
い
あ
る
エ

リ
ア
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
組

織
と
し
て
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
設
置
を
要

望
す
る
。
刈
谷
城
復
元
の
指
針
と
な

る
熊
本
城
の
復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
復
旧
計
画
の
基
本
方
針
を
平

成
28
年
中
に
ま
と
め
、
29
年
度
中
に

計
画
を
策
定
。
そ
の
後
、
復
旧
工
事

が
開
始
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
熊
本
城
の
復
旧
計
画
が
刈
谷

城
の
復
元
に
ど
う
影
響
す
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答　
熊
本
城
は
国
指
定
史
跡
で
あ

る
た
め
、
復
旧
方
法
や
耐
震
化
な
ど

の
安
全
対
策
は
文
化
庁
の
許
可
が
必

要
と
な
る
。
熊
本
城
の
石
垣
復
元
の

工
法
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
文
化

財
的
な
価
値
を
持
ち
、
よ
り
安
全
な

刈
谷
城
の
復
元
整
備
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

稲
垣　
雅
弘　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

―
熊
本
城
の
復
旧
計
画
を
参
考
に
刈
谷
城
の
復
元
を
検
討
し
て
い
く
―

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
設
置
で
、
魅
力
と
賑
わ
い
エ
リ
ア
の
創
出
を

問　
台
風
や
集
中
豪
雨
の
際
、
吹

戸
川
流
域
の
野
田
町
吹
戸
、
北
菰
神

地
域
の
住
民
は
ど
こ
に
避
難
す
る
の

か
。答　

最
寄
り
の
避
難
所
で
あ
る
東

刈
谷
小
学
校
や
東
刈
谷
市
民
セ
ン

タ
ー
に
な
る
。

問　
避
難
す
る
際
、
吹
戸
川
の
橋

を
渡
る
が
、
安
全
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
河
川
水
位
が
上
昇
す
る
な
ど
、

橋
を
通
過
す
る
こ
と
が
危
険
と
判
断

し
た
と
き
は
、
橋
を
通
行
止
め
に
す

る
な
ど
通
行
者
や
通
行
車
両
等
の
安

全
措
置
を
と
る
。

問　
吹
戸
川
の
橋
を
渡
っ
て
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
知
立
市
と
の
災
害
時
応
援
協

定
に
基
づ
き
、
知
立
市
内
の
避
難
所

に
避
難
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　
知
立
南
小
学
校
以
外
に
知
立

市
谷
田
町
第
二
公
民
館
も
避
難
先
と

し
て
想
定
さ
れ
る
が
、
知
立
市
と
ど

の
よ
う
な
調
整
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
知
立
市
内
避
難
所
へ
の
広
域

的
な
避
難
が
速
や
か
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
知
立
市
と
の
事
前
調
整
を
密

に
行
い
、
連
絡
体
制
の
構
築
な
ど
の

強
化
に
努
め
て
い
く
。

鈴
木　
絹
男　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
知
立
市
の
施
設
へ
速
や
か
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
―

吹
戸
川
流
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
、
市
外
施
設
の
利
用
は

問　
本
市
は
12
の
基
金
を
設
置
し

て
い
る
が
、
設
置
目
的
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
国
の
制
度
改
正
や
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
る
減
収
や
大
き
な

災
害
に
備
え
る
た
め
に
積
み
立
て
る

「
財
政
調
整
基
金
」
と
、
特
定
の
事

業
に
必
要
な
財
源
を
安
定
的
に
確
保

し
、
福
祉
や
教
育
、
子
育
て
支
援
な

ど
他
の
事
業
に
影
響
の
な
い
よ
う
財

政
負
担
の
平
準
化
を
図
り
、
財
政
を

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
積
み
立
て
る
「
特
定

目
的
基
金
」
が
あ
る
。

問　
今
後
、
本
市
で
は
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
や
道
路

の
整
備
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

多
額
の
事
業
費
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
特
定
目
的
基
金
を
新
た
に
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
道
路
新
設
改
良
な
ど
の
都
市

交
通
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る

た
め
の
財
源
と
し
て
、
新
た
な
基
金

の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
現
在
、
基

金
の
設
置
に
向
け
て
、
対
象
と
な
る

事
業
、
そ
の
総
事
業
費
な
ど
を
関
係

部
局
と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、

財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
設
置
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

加
藤　
賢
次　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
―

世
代
間
の
財
政
負
担
の
平
準
化
の
た
め
に
新
た
な
基
金
の
設
置
を

問　
市
内
で
は
多
く
の
方
が
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る
。
全

国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
団

体
等
が
市
内
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
支
援
を
行
う
市
の
担
当
部
署
が

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
市

は
何
か
支
援
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答　
全
国
大
会
以
上
の
競
技
大
会

参
加
者
に
激
励
金
を
交
付
し
て
い
る
。

問　
心
身
障
害
者
福
祉
会
館
の
体

育
室
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

新
海　
真
規　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
て
い
く
―

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を

問　
発
達
障
害
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
う
ち
に
、
適
切
な
治
療
と
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
本
市
に
お
け
る
早
期
発
見
の
取

り
組
み
は
。

答　
４
か
月
児
か
ら
乳
幼
児
健
診

を
実
施
し
、
定
期
的
に
子
ど
も
の
発

達
を
確
認
し
て
い
る
。
健
診
時
に
保

護
者
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
や

保
健
師
が
子
ど
も
の
発
達
や
保
護
者

の
育
児
能
力
に
心
配
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

発
達
相
談
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
。問　

子
ど
も
の
目
線
の
動
き
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
社
会
性
の
発
達
を

評
価
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
ゲ
イ
ズ

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
装
置
が
大

学
と
研
究
所
等
で
共
同
開
発
さ
れ
た
。

２
分
間
の
映
像
を
見
せ
る
だ
け
で
簡

単
に
検
査
が
で
き
る
た
め
、
健
診
に

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　
結
果
を
判
断
す
る
専
門
オ
ペ

レ
ー
タ
の
養
成
が
必
要
で
あ
り
、
職

員
の
み
で
の
検
査
、
判
定
は
困
難
で

あ
る
。
今
後
、
他
自
治
体
の
運
用
実

績
を
参
考
に
調
査
・
研
究
を
し
て
い

く
。
現
在
は
、
臨
床
心
理
士
の
増
員

に
よ
り
、
発
達
相
談
の
さ
ら
な
る
充

実
を
考
え
て
い
る
。

問　
被
災
者
へ
の
公
平
な
支
援
を

効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
個
々

の
被
災
者
の
被
災
状
況
や
支
援
状
況

等
を
一
元
的
に
集
約
し
た
「
被
災
者

台
帳
」
を
整
備
す
る
こ
と
は
大
変
効

果
的
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
が
無
償
で
公
開
・
提

供
し
て
い
る
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」
の
県
内
に
お
け
る
導
入
状
況
は
。

答　
平
成
28
年
２
月
に
行
っ
た
県

の
調
査
に
よ
る
と
、
本
稼
動
し
て
い

る
の
は
12
市
町
、
テ
ス
ト
稼
動
は
４

市
町
で
あ
る
。

問　
本
市
は
、
平
成
27
年
度
に
あ

い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会
と
県

内
各
市
で
研
究
部
会
を
立
ち
上
げ
、

共
同
利
用
化
に
向
け
て
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

中
、
被
災
者
台
帳
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
単
独
導
入
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答　
あ
い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協

議
会
に
少
し
で
も
早
い
シ
ス
テ
ム
導

入
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
と
と

も
に
、
以
前
か
ら
調
査
・
研
究
し
て

い
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
単
独

導
入
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
研
究
を

進
め
て
い
く
。

樫
谷　
勝　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
県
と
の
共
同
開
発
と
同
時
に
単
独
導
入
も
研
究
し
て
い
く
―

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備
を

に
立
つ
も
の
づ
く
り
の
か
り
や
」
の

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
研
究
開
発
は
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
財
源
と

時
間
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
を
担
う

人
材
育
成
の
た
め
に
も
強
い
覚
悟
で

意
識
改
革
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て
ど
う
い

う
見
解
か
。

答　
常
々
「
４
Ｃ
１
Ｓ
（
ク
リ
ー

ン
・
シ
チ
ズ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
コ

ス
ト
・
ス
ピ
ー
ド
）」
を
重
視
す
る

よ
う
職
員
を
指
導
し
て
お
り
、
人
材

育
成
の
た
め
の
投
資
は
大
変
重
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
多
様
な
経

験
、
知
見
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
発
想
で
仕
事
に
臨
む
こ
と
の

で
き
る
職
員
を
育
成
し
て
い
く
。

問　
子
ど
も
を
安
心
し
て
出
産
す

る
に
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
な
い
支
援
が
必
要
。
本

市
の
妊
婦
健
康
診
査
等
の
状
況
は
。

答　
妊
婦
や
胎
児
、
産
後
の
母
体

や
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
を
確
認
す

る
検
査
等
を
計
18
回
実
施
し
て
い
る
。

問　
健
診
等
の
実
費
負
担
は
。

答　
市
負
担
の
た
め
無
料
で
あ
る
。

問　
出
産
等
の
相
談
窓
口
は
。

答　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
「
妊
娠
・

子
育
て
応
援
室
」
で
は
、
保
健
師
等

が
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

問　
突
然
の
陣
痛
等
で
周
囲
に
支

援
す
る
人
が
い
な
い
場
合
、
病
院
に

移
動
す
る
た
め
の
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん

で
も
利
用
を
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
有
効
な
交
通
手
段
と
認
識
し

て
い
る
が
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
理
解

と
協
力
が
必
要
に
な
る
た
め
、
ま
ず

は
先
行
事
例
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

問　
残
業
な
ど
の
突
発
的
な
事
情

で
子
ど
も
を
保
育
園
等
に
迎
え
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

利
用
可
能
な
支
援
事
業
は
あ
る
か
。

答　
送
迎
な
ど
を
地
域
住
民
相
互

の
助
け
合
い
で
実
施
し
て
い
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

中
嶋　
祥
元　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
長
寿
保
険
部
長
）

―
高
齢
者
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
―

高
齢
者
に
と
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
仕
組
み
づ
く
り
を

問　
伝
統
的
建
造
物
を
保
存
・
活

用
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
市
内

に
建
造
物
の
有
形
文
化
財
は
い
く
つ

あ
る
の
か
。
ま
た
、
文
化
財
指
定
の

条
件
は
。

答　
市
指
定
の
文
化
財
は
１
棟
の

み
で
あ
る
。
指
定
基
準
は
、「
明
治

半
ば
ま
で
に
建
築
さ
れ
、
古
さ
だ
け

で
な
く
特
徴
あ
る
建
築
物
に
限
る
」

と
し
て
い
る
。

問　
旧
肴
町
の
通
り
に
旧
商
家
の

建
築
物
が
残
っ
て
い
る
。
白
壁
で
格

子
や
板
塀
の
あ
る
こ
の
木
造
建
築
物

を
城
下
町
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
活

用
で
き
な
い
か
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
、
活
用
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
刈
谷
城
が
あ
っ
た
当
時
と
変

わ
ら
な
い
辻
や
坂
、
通
り
な
ど
の
名

称
を
、
古
絵
図
を
参
考
に
命
名
し
、

現
在
の
銀
座
通
り
や
於
大
通
り
と
結

び
つ
け
て
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
は
ど

う
か
。

答　
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
地
名
や

石
碑
な
ど
は
、
本
市
の
歴
史
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
意
味
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
と
現
在
の
通
り

と
を
繋
げ
る
こ
と
は
、
過
去
と
現
在

の
繋
が
り
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
す
る
上

で
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

白
土　
美
恵
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
他
自
治
体
の
運
用
実
績
を
注
視
し
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
―

乳
幼
児
健
康
診
査
に
お
い
て
ゲ
イ
ズ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
導
入
を

問　
歴
史
博
物
館
を
拠
点
に
、
亀

城
公
園
や
周
辺
地
域
の
史
跡
を
め
ぐ

る
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
「
歴
史
の
小
径
」
の
城
下
町

周
辺
コ
ー
ス
を
軸
と
し
て
、
１
５
０

箇
所
以
上
の
史
跡
や
見
所
を
関
連
づ

け
、
時
代
や
エ
リ
ア
毎
な
ど
様
々
な

史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い

く
。問　

全
て
の
刈
谷
市
民
が
利
用
し

た
い
と
思
え
る
歴
史
博
物
館
に
し
て

ほ
し
い
。
歴
史
博
物
館
が
市
民
に
愛

さ
れ
、
継
続
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

答　
昨
年
度
は
２
１
０
日
、
延
べ

２
，
６
２
３
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
障
害
者
団
体
が
行
う
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
施
設
予
約

を
優
先
的
に
行
い
、
無
料
で
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
刈
谷
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
は
、
他
市
の
協
会
と
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
今
後
、
情
報
共
有
を
行
っ
て

い
く
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

問　
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
は
非
常
に
大
切
な
道
し
る

べ
。
こ
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
は
、

障
害
者
等
に
大
き
な
危
険
を
招
く
。

ど
の
よ
う
に
点
検
し
て
い
る
の
か
。

答　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
中

で
、
日
常
的
に
点
検
を
し
て
い
る
。

渡
邊　
妙
美　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
引
き
続
き
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
取
り
組
む
支
援
を
実
施
し
て
い
く
―

安
心
し
て
子
ど
も
を
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を

黒
川　
智
明　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

―
様
々
な
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
企
画
運
営
に
活
か
し
て
い
く
―

市
民
が
主
役
!!
楽
し
く
学
び
、
歴
史
を
紡
げ
る
博
物
館
に

で
、
刈
谷
の
歴
史
が
紡
が
れ
、
刈
谷

へ
の
誇
り
と
郷
土
愛
が
育
ま
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

関
係
団
体
を
含
め
、
幅
広
く
市
民
に

展
示
内
容
や
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
を
求
め
、″
市
民
に
”

企
画
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
児
童
生

徒
の
学
ぶ
場
と
し
て
、
学
校
教
育
課

と
の
連
携
も
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
手
法
や
施
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答　
歴
史
博
物
館
で
は
、
学
校
と

の
連
携
を
中
心
に
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
関
係
団
体
な
ど
様
々
な
人

た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
展
示
・

運
営
に
活
か
し
て
い
く
。

問　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
後
頭

部
か
ら
首
全
体
を
覆
う
こ
と
の
で
き

る
工
夫
さ
れ
た
帽
子
を
市
内
の
園
児

は
着
用
し
て
い
る
が
、
採
用
経
緯
は
。

答　
幼
稚
園
や
保
育
園
の
先
生
な

ど
、
現
場
か
ら
の
声
や
保
護
者
の
意

見
を
参
考
に
園
長
会
で
協
議
し
た
の

ち
、
平
成
15
年
度
か
ら
順
次
導
入
し

て
い
る
。

問　
こ
の
よ
う
な
事
例
を
刈
谷
市

発
信
で
全
国
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
他
市
の
追
随
を
許
さ
な
い
「
役

山
内　
智
彦　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
長
）

―
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
が
で
き
る
職
員
を
育
成
し
て
い
く
―

将
来
の
市
の
発
展
の
た
め
に
他
市
を
凌
駕
す
る
人
材
育
成
を

問　
市
民
の
要
介
護
者
の
人
数
を

勘
案
す
る
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
特
養
）
と
介
護
老
人
保
健
施
設

（
老
健
）
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う

が
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　
特
養
は
、
定
員
20
人
の
施
設

が
平
成
29
年
度
に
、
定
員
１
２
０
人

の
施
設
が
平
成
30
年
度
に
開
所
す
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
今
の
と
こ
ろ

老
健
の
開
所
予
定
は
な
い
。

問　
第
７
期
刈
谷
市
介
護
保
険
事

業
計
画
・
刈
谷
市
高
齢
者
福
祉
計
画

を
策
定
す
る
際
に
は
、
老
健
の
建
設

計
画
を
織
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
は
介
護
予
防
を
施

策
の
重
点
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
地
域
活
動
も
含
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
さ

ら
に
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
増
や
し

て
い
け
る
よ
う
、
対
象
施
設
の
拡
大

や
地
域
活
動
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
始
ま
る
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
活
用
も
検

討
し
て
い
く
。

星
野　
雅
春　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

―
現
在
と
過
去
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
―

伝
統
的
建
造
物
を
活
用
し
て
城
下
町
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

園児を日差しから守るため
に導入された帽子
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